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はい 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

開発事業に関する条例について（駐輪場） 

 

 

「明石市開発事業における手続及び基準等に関する条例」（以下「条例」という。）に基づき、 

明石市内で一定の規模以上の集合住宅・商業施設等を建築する場合は、駐車場や駐輪場を設置 

する必要があります。 

  設置台数は、条例施行規則に基づき算定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

小規模住戸（４０㎡以下） 

  
 

 

     ※用途地域に関わらず。 

※ 床面積×設置率 事業用途(性質で分類) 

1/20 1/40 

百貨店、スーパーマーケット、ドラッ

グストア、衣料品店、食料品店、書籍

販売店その他小売をする施設 

1/25 1/50 
銀行、信用金庫その他これらに類する

施設 

1/15 1/30 
パチンコ、ゲームセンターその他これ

らに類する施設 

1/50 1/100 
病院、調剤薬局、その他これらに類す

る施設 

1/25 1/50 

公民館、図書館、カルチャーセンター、

予備校、専門学校その他これらに類す

る施設 

１．駐車場・駐輪場の設置が必要 

２．設置が必要となる算定基準（駐輪場） 

いいえ 

任意設置 

はい 

商業地域または近隣商業地域ですか。 

条例第３条に規定する開発事業に該当しますか。 

商業地域、近隣商業地域または 

自転車等放置（準）禁止区域ですか。 

 

集合住宅に該当しますか。 

はい 

設置必要 

はい 

計画戸数に対して 

１００分１５０ 

 

設置必要 

計画戸数に対して 

１００分２００ 

 計算結果が 
20台未満 

計算結果が 
10台未満 

上記、事業用途のいずれに

も該当しない 

任意設置 

計画戸数に対して 

１００分１００ 

 

※床面積とは、事業用途のために 

直接利用する部分の面積をいう。 

（事業用途に直接利用しない倉庫、 

階段、昇降機、便所等を除く。） 
 

床面積が 5,000㎡を超える場合は、 

5,000㎡までは右記の表で計算し、 

5,000㎡を超える部分については、 

計算結果に２分の１を乗じて得た

数を駐輪台数とします。 
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  駐輪台数 1台につき幅 0.5ｍ、奥行き 2ｍ以上の区画を有するものとします。 

計画図面には、定められた駐輪マスのサイズが確保されていることが分かるよう駐輪場の位置、 

幅・奥行や収容台数等を記載してください。 

   

 

 

  駐輪ラックを設置する場合は、計画図面に駐輪ラックを設置するため必要な面積と収容台数が 

確保されていることを記載するとともに、開発事業協議申請書に当該駐輪ラックのカタログ（施 

工図面等）を添付してください。 

   

 

 

  集合住宅で設置率の異なる複数の用途地域にわたる場合に設置が必要な駐輪台数は、それぞれの

用途地域の設置率に、敷地面積に対する当該用途地域の割合をかけて得た数の合計とします。 

   

 

 

  集合住宅で複数の用途地域にわたる場合に設置が必要な駐輪台数は、一般住宅と小規模住宅それ

ぞれの設置率に、計画戸数に対するそれぞれの戸数の割合をかけて得た数の合計とします。 

 

例）近隣商業地域に、一般住戸と小規模住戸が混在する 40戸の集合住宅を計画する場合 

【条件】一般住戸 25戸、小規模住戸（40㎡以下）15戸 

   駐輪場：40(戸)×150/100×25(戸)/40(戸) ＋ 40(戸)×100/100×15(戸)/40(戸) 

   ＝37.5 ＋ 15.0 ＝ 52.5  ＜ 53台(合算後、１未満の端数がある場合は切り上げ) 

   

 

 

  商業施設等が集合住宅と兼ねる場合（複合住宅等）に設置が必要な駐輪台数は、集合住宅の用に

供する部分については、その計画戸数に設置率を乗じて駐車台数を算出し、商業施設等については、

事業用途別の設置率に事業に供する部分の床面積の割合をかけて得た数の合計とします。 

 

例）第一種住居地域に、合計 2,500㎡の複合住宅を計画する場合 

【条件】一般集合住宅９戸、スーパーマーケット 1,800㎡（直接事業に供する部分 1,500㎡）、 

   駐輪場：９(戸)×200/100 ＋ 1,500㎡×1/40 

   ＝18.0 ＋ 37.5 ＝ 55.5  ＜ 56台(合算後、１未満の端数がある場合は切り上げ) 

   

例）近隣商業地域に、合計 2,000㎡の複合住宅を計画する場合 

【条件】小規模住戸 27戸、医療モール 1,000㎡（直接事業に供する部分 790㎡） 

   駐輪場：27(戸)×100/100 ＋ 790 ㎡×1/50 

   ＝27.0 ＋ 15.8 ＝ 42.8 ＜ 43台(合算後、１未満の端数がある場合は切り上げ) 

５．集合住宅で設置率の異なる複数の用途地域にわたる場合 

３．駐輪マスの大きさ 

６．集合住宅で一般住戸と小規模住戸が混在する場合 

４．駐輪ラックを設置する場合 

７．商業施設等が集合住宅と兼ねる場合（複合住宅等） 
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  １ページの表の事業用途に供する建物に設置が必要な駐輪台数は、それぞれ事業用途別の設置率

に建築物の床面積に対するそれぞれの事業に供する部分の床面積の割合をかけて得た数の合計と

します。 

   

例）近隣商業地域に、以下の合計 2,800㎡の商業施設等を計画する場合 

【条件】スポーツジム   900㎡（直接事業に供する部分  700㎡） 

ドラッグストア 1,900㎡（直接事業に供する部分 1,550㎡） 

   駐輪場：700㎡×1/25 ＋ 1,550㎡×1/20 

   ＝28.0 ＋ 77.5 ＝ 105.5  ＜ 106台(合算後、１未満の端数がある場合は切り上げ) 

   

 

 

  １ページの表の事業用途に供する建物に設置が必要な駐輪台数は、用地の一部でも商業地域等

（商業地域、近隣商業地域、放置自転車禁止区域、放置自転車準禁止区域）の該当がある場合、該

当敷地全体を商業地域等として計算することとします。 

   

 

 

  増築によって、増築後の建築物が駐輪場の設置を必要とする条件に該当する場合(条例施行前に

建築された部分を除く)は、増築後の予定建築物について新築とみなして計算します。 

  この場合において、既に設置された駐輪場があり、その駐輪場が幅 0.5ｍ、奥行き 2ｍ以上の基

準を満たすときは、増築後に必要とされる駐輪台数に当該既に設置された駐輪場の駐輪台数を含め

ることができます。 

   

 

 

  自動二輪車用の駐車場は、任意設置です。路上駐車が発生しないよう必要な駐車台数の確保に 

 ご協力ください。 

 

10．増築の場合 

８．事業用途別の設置の場合で複数の事業用途にわたる場合 

９．事業用途別の設置の場合で建築物の敷地が商業地域等の内外にわたる場合 

築物の敷地が商業地域等の内外にわたる場合 

11．自動二輪車について 
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明石市 都市局 道路安全室 

交通安全課 駐車・駐輪対策係 

 

〒６７３－８６８６ 

明石市中崎１丁目５番１号 

電話 ０７８－９１８－５０３６（直通） 

FAX ０７８－９８１－５１１０ 


